


学生視点から情報発信する。

企業を紹介するのではなく、企業の「魅力」を紹介する。

業界内では有名だが、一般的な知名度が低い企業を選ぶ。

冊子作製の方針

企画概要
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縁
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語
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介
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s h i g o t o  e n k a n

笠
岡
に
は
中
小
企
業
が
２
千
社
ほ
ど
あ
り
、
ど
の
企
業
も　
　
　
　
　
　
　

を
持
ち
、

独
自
の
技
術

高
い
シ
ェ
ア

業
界
内
で
は　
　
　
　
　
　
　

を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い

し
か
し
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  
が
た
め
に
、

若
い
人
を
採
用
し
よ
う
と
し
て
も

な
か
な
か
人
が
集
ま
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  
企
業
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
元
の
人
に
笠
岡
の
企
業
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で
、

誇
り
に
思
っ
た
り
、
好
き
に
な
っ
て
欲
し
い
。

よ
り
笠
岡
を

●
笠
岡
の
企
業
と
学
生
を 　
　

ぐ
（
つ
な
ぐ
）
。

●
笠
岡
の
企
業
と
地
元
の
人
た
ち
を　
　 

ぐ
（
つ
な
ぐ
）
。

こ
れ
が
『
仕
事
縁
鑑
』
の
目
的
で
す
。

こ
の
冊
子
は
、
岡
山
県
外
の
学
生
が

一
か
月
間
笠
岡
に
住
み
な
が
ら
、

企
業
を
取
材
し
、
記
事
を
作
成
し
た
も
の
で
す
。

学
生
目
線
で

『
仕
事
縁
鑑
』
を
見
て
、
笠
岡
の
中
小
企
業
の
魅
力
を
知
り
、

企
業
、
学
生
、
地
域
が
一
つ
の
環
（
円
環
）
の
よ
う
に

皆
さ
ん
に
発
信
す
る
冊
子
で
す
。

縁

縁

　
　
　
　
　
　

（
つ
な
が
る
）
こ
と
を
願
い
ま
す
。

縁
が
る

1 .

2 .

3 .
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MAP

data hello kasaoka!!

広島県

福山市

井原市

津山市

岡山県

広島県

島根県

鳥取県

兵庫県

香川県

里庄町
笠岡市

浅口市

矢掛町

倉敷市

新倉敷駅

岡山県

香川県
ACCESS

POPULATION

ISLANDS
JR 岡山駅から

JR 山陽本線

山陽高速道路

JR 倉敷駅から

JR 福山駅から

快速約　　　分38
快速約　　　分25
快速約　　　分12

岡山市

倉敷市

福山市

万人70.9

笠岡市
７つの有人の島（高島、白石島、北木島、

真鍋島、小飛島、大飛島、六島）があり、

定期船やフェリー、海上タクシーなどで

行き来することができる。

万人5.2

万人47.6
万人46.1

岡山 IC～笠岡 IC

倉敷 IC～笠岡 IC

福山東 IC～笠岡 IC

約　　　分

約　　　分18

30

約　　　分 8

か

さ

お

か

鳥取市

米子市

境港市

出雲市

井原市

笠岡市

福山市

尾道市

倉敷市

丸亀市
高松市

姫路市

瀬戸大橋

岡山市

岡山空港

山
陽自動車

道

福山駅

笠岡 IC

福山東 IC

道の駅笠岡
ベイファーム

カブトガニ
博物館

井笠鉄道記念館

笠岡駅

山陽新幹
線

山 陽
本
線
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SPOTS

笠岡市内を走る鉄道。福山、倉敷の 2都市へのアクセスは抜群。

笠岡への入り口、笠岡駅。

笠岡の駅周辺には昔ながらの町並みが残っている場所があり、

風情を感じる。

笠岡のキレイな海。

山と海に囲まれて自然を満喫することができる。

笠岡駅の北東部にある

東本町商店街。

独特な雰囲気が漂っている。

笠岡湾干拓のキレイな景色。見渡す限り地平線。

国内唯一のカブトガニ専門のカブトガニ博物館。

館内には何匹もカブトガニがいる。 

博物館の中央にあるクイズ施設ではカブトガニについて

だけでなく、他の古来生物についても学ぶことができる。

笠岡のお土産や、特産品が売られている道の駅笠岡ベイファーム。

生鮮食料品だけでなく、工芸品も取り揃えている。

施設の周りの畑には季節ごとの花が植えられて、

観光スポットになっている。

井笠鉄道の資料が保管展示されている井笠鉄道記念館。

昔の鉄道がそのまま展示してあって、鉄道に興味がなかった人でも大興奮。

カブトガニ。ゆっくりと動く様子はとても愛らしい。
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藤木 博明

岡山県食品株式会社

奥野 慶大

株式会社オクノ

小見山 直己

株式会社金浦紙器工業所

中川 秀明

株式会社協栄

佐々木 健

きのこエスポアール病院

坂本 修三

坂本産業株式会社

妹尾 孝之

せのお水産

吉岡 浩文

ローム・ワコー株式会社

方川 尚則

大和技研工業株式会社

★  笠 岡 の 魅 力 企 業  ★
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岡
山
県
食
品
株
式
会
社
（
以
下
、
県
食
品
）
は
笠
岡

市
に
あ
る
㈱
明
治
グ
ル
ー
プ
の
食
品
製
造
会
社
。
粉
末

プ
ロ
テ
イ
ン
、
ゼ
リ
ー
飲
料
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
デ
ザ
ー

ト
食
品
を
生
産
し
て
い
る
。
県
食
品
の
主
力
製
品
は
粉

末
プ
ロ
テ
イ
ン
の
『
ザ
バ
ス
』
。
プ
ロ
テ
イ
ン
で
は
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
を
誇
り
、
プ
ロ
野
球
の
大
谷
翔
平
選
手
も
愛

用
し
て
い
る
と
い
う
超
有
名
商
品
だ
。
こ
の
ザ
バ
ス
プ

ロ
テ
イ
ン
の
生
産
を
委
託
さ
れ
て
い
る
の
は
明
治
グ

ル
ー
プ
の
中
で
県
食
品
た
だ
一
社
で
あ
る
。
日
本
全
国

の
店
に
並
ん
で
い
る
ザ
バ
ス
プ
ロ
テ
イ
ン
粉
末
は
全
て

県
食
品
の
工
場
で
製
造
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
「
私
た
ち

は
明
治
か
ら
ザ
バ
ス
の
製
造
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い

ま
す
。
ザ
バ
ス
を
作
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
会
社
で
あ
る

と
い
う
誇
り
が
あ
り
ま
す
」
と
社
長
の
藤
木
博
明
さ
ん

は
自
信
を
も
っ
て
話
す
。
県
食
品
が
作
る
製
品
が
全
国

の
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
え
て
い
る
。

SAVAS（ザバス）は学生からプロまで

アスリートの絶大な支持を得ている。

日
本
の
ア
ス
リ
ー
ト
を

笠
岡
か
ら
支
え
る

百
円
の
お
菓
子
に

レ
ク
サ
ス
の
品
質
を

現
場
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

★  笠 岡 の 魅 力 企 業  ★

01

に
確
認
も
と
っ
て
い
る
。
「
や
は
り
製
品
の
品
質
改
善

は
実
際
に
製
造
し
て
い
る
現
場
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
か

ら
ね
。
現
場
に
は
長
年
積
み
重
ね
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り

ま
す
」
。

　

そ
ん
な
藤
木
社
長
は
自
社
の
製
品
が
消
費
者
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
か
い
つ
も
気
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
「
お
店
に
行
っ
て
お
客
さ
ん
が
私
た
ち
の
商
品
を

買
い
物
カ
ゴ
に
入
れ
て
く
れ
る
の
を
見
る
と
幸
せ
を
感

じ
ま
す
ね
」
。
藤
木
社
長
は
照
れ
く
さ
そ
う
に
語
る
。

　

県
食
品
は
「
お
客
様
に
満
足
い
た
だ
け
る
品
質
を
提

供
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
食
品
の
製
造
に
あ
た
り
、

食
品
の
安
全
面
、
衛
生
面
に
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
て

い
る
。
工
場
の
作
業
現
場
は
全
て
カ
メ
ラ
で
録
画
さ
れ

て
お
り
、
問
題
が
発
生
す
れ
ば
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
ク
レ
ー
ム
を
受
け
る
と
、
す
ぐ
に

製
造
ラ
イ
ン
を
止
め
て
機
械
の
点
検
を
す
る
。
徹
底
し

た
品
質
管
理
の
お
か
げ
で
、
２
０
１
４
年
度
の
不
良
品

の
割
合
は0
.2
5
p
p
m

。
こ
れ
は
製
品
４
０
０
万
個
に
対

し
て
不
良
品
が
１
個
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。　

し
か
し
、

藤
木
社
長
は
「
社
員
は
こ
の
数
字
に
満
足
し
て
は
い
け

な
い
」
と
言
う
。
「
我
々
に
と
っ
て
は
不
良
品
が
４
０
０

万
分
の
１
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
不
良
品
を
手
に
し
た

お
客
様
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
全
て
で
す
。
生
産
側
は
つ

い
消
費
者
の
感
覚
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
消

費
者
感
覚
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
。

　

ま
た
、
藤
木
社
長
に
よ
る
と
日
本
の
お
客

様
は
特
に
品
質
に
厳
し
い
と
い
う
。
例
え

て
言
う
と
「
日
本
の
市
場
で
は
百
円
の
お

菓
子
に
も
レ
ク
サ
ス
並
の
品
質
が
求
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私
た
ち
の
よ
う
な
食

品
製
造
会
社
は
、
お
客
様
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
」
。

　

藤
木
社
長
は
製
品
の
安
全
・
安
心
の
み
な
ら
ず
、
味

や
食
べ
や
す
さ
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
ザ
バ
ス
は
粉

末
状
の
プ
ロ
テ
イ
ン
で
あ
り
、
湿
度
の
変
化
に
大
き
な

影
響
を
受
け
る
。
湿
度
の
高
い

夏
は
製
造
時
間
が
長
く
な
る
が
、

県
食
品
で
は
湿
度
の
変
化
に
応

じ
て
製
造
環
境
を
変
え
る
こ
と

で
夏
で
も
溶
け
や
す
い
製
品
を

製
造
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
。
ザ
バ
ス
の
商
品
開
発
は
明

治
が
行
っ
て
い
る
が
、
製
品
の

改
善
は
県
食
品
も
行
っ
て
明
治

消費者視点の食品製造で最高の品質を目指す

岡
山
県
食
品
株
式
会
社

明
治
グ
ル
ー
プ

藤
木
博
明

藤
木
博
明

代
表
取
締
役
社
長

H
I
R
O
A
K
I

F
U
J
I
K
I

会社情報

  明治グループ岡山県食品株式会社

　　　岡山県笠岡市絵師 156

　　　0865-62-2124

　　　0865-62-4116

　　　http://www.okashoku.co.jp
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ペット用の墓「Petcoti」。北欧産の石が用いられている。

オクノの墓石。最高級の石材を厳選している。

「
人
の
態
度
は
鏡
で
す
」

若
社
長
の
思
い

Ｉ
Ｔ
化
で
充
実
の
サ
ー
ビ
ス
を

新
メ
モ
リ
ア
ル
文
化
を
つ
く
る

★  笠 岡 の 魅 力 企 業  ★

02

　　　　　　　墓石を展示するOKUNO GALLERY は照明普及賞を受賞！

株
式
会
社
オ
ク
ノ

奥
野
慶
大

奥
野
慶
大

代
表
取
締
役
社
長

K
E
I
T
A

O
K
U
N
O

時
代
の
変
化
に
対
応
し
て

　
　

新
し
い
供
養
文
化
を
創
造
す
る

会社情報

  株式会社オクノ

　　　岡山県笠岡市港町 1-6

　　　0865-66-5566

　　　0865-66-1860

　　　http://www.okuno-s.jp/
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障がい者の方たちが一般の企業に
就職できるようになるのが、私たちの目標かな

　

「
紙
器
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
み
な
さ
ん
は
一
体

ど
の
よ
う
な
物
を
想
像
し
た
だ
ろ
う
か
。
紙
の
器
と
書

い
て
「
紙
器
」
。
わ
か
る
よ
う
で
わ
か
ら
な
い
こ
の
言

葉
の
意
味
す
る
物
は
、
意
外
に
も
身
の
回
り
に
あ
る
の

だ
。
紙
器
と
は
、
一
般
に
板
紙
な
ど
の
厚
手
の
紙
材
を

用
い
た
箱
形
の
包
装
用
容
器
の
こ
と
で
、
例
え
ば
、
化

粧
箱
や
、
段
ボ
ー
ル
箱
な
ど
が
あ
る
。
軽
く
て
運
搬
に

便
利
な
の
で
、
お
土
産
の
飾
り
箱
や
、
商
品
の
包
装
箱
、

運
搬
用
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
身
の
回
り
に
あ
る
紙
器
を
作
っ
て
い
る
の

が
、
金
浦
紙
器
工
業
所
（
以
下
、
金
浦
紙
器
）
で
あ
る
。

　　

金
浦
紙
器
は
、
最
初
か
ら
紙
器
を
作
っ
て
い
た
会
社

で
は
な
か
っ
た
。
も
と

も
と
、
ミ
シ
ン
を
使
っ

て
、
他
の
製
品
を
作
っ

て
い
た
が
、
工
場
の
近

く
に
ス
ト
ロ
ー
の
製
作

所
が
で
き
た
た
め
、
そ

の
ス
ト
ロ
ー
を
入
れ
る

協力会社であるハンズ。多くの従業員が生き生きと働いている。

紙器製作時に必要な型板。

細かな調整は人の手でないと不可能である。

紙
と
と
も
に
50
年

身
近
な
存
在
・
紙
器

苦
難
を
乗
り
越
え

社
会
進
出
へ
の
架
け
橋

や
る
気
に
満
ち
溢
れ
た
企
業
に

身近な商品を彩る紙器

株
式
会
社
金
浦
紙
器
工
業
所

小
見
山
直
己

小
見
山
直
己

代
表
取
締
役

　

今
後
の
展
望
と
し
て
、
「
や
る
気
の
あ
る
元
気
な
人

を
雇
用
し
た
い
。
営
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
製
品
知
識
な
ど

を
ど
ん
ど
ん
吸
収
す
る
よ
う
な
人
が
い
い
か
な
。
こ
れ

か
ら
色
々
な
こ
と
を
し
た
い
か
ら
ね
」
と
、
関
西
方
面

の
営
業
エ
リ
ア
拡
大
や
新
た
な
製
品
の
開
発
に
力
を
入

れ
て
い
る
と
い
う
。
「
事
業
拡
大
で
、
雇
用
を
増

や
し
、
ま
た
売
り
上
げ
も
伸
ば
す
こ
と

で
、
笠
岡
に
貢
献
し
た
い
」
と
会
社

と
地
域
の
未
来
を
見
据
え
る
。

箱
を
作
り
始
め
た
。
こ
れ
こ
そ
金
浦
紙
器
が
、

現
在
紙
製
品
を
作
っ
て
い
る
き
っ
か
け
で
あ

り
、
先
代
の
３
代
目
社
長
の
事
業
拡
大
に
よ
っ
て
、

現
在
の
紙
器
中
心
の
形
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
紙
器
業
界
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
右
肩
下

が
り
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
包
装
や
、
お
中
元
や
お
歳
暮

を
贈
る
文
化
が
薄
れ
、
箱
の
需
要
が
減
っ
て
い
る
。
で

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
金
浦
紙
器
は
現
在
ま
で
、
こ
の

よ
う
な
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
最
初
に
あ
げ
ら
れ
る
努
力
と
し
て
、
製
品
を

印
刷
か
ら
型
抜
き
、
成
型
ま
で
自
社
で
一
貫
し
て
生
産

で
き
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
生
産
が
で
き

る
の
は
岡
山
県
内
で
３
社
し
か
な
い
。
「
短
納
期
、
お

客
様
の
実
現
し
た
い
も
の
を
形

に
で
き
る
の
は
、
一
貫
生
産
で

な
い
と
な
か
な
か
難
し
い
か
ら

ね
。
い
い
機
械
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
い
い
も
の
が
で
き
な
い

と
意
味
が
な
い
ん
だ
よ
」
と
４

代
目
社
長
で
あ
る
小
見
山
さ
ん

は
話
す
。
お
客
さ
ん
の
理
想
の

デ
ザ
イ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
、
自
社
の
社
員

が
営
業
に
行
き
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
挟
ま
ず
、
社
員

自
ら
デ
ザ
イ
ン
や
材
料
選
定
を
一
緒
に
行
う
。
そ
れ

に
よ
り
、
お
客
さ
ん
の
意
図
を
よ
り
汲
み
取
る
こ
と
が

で
き
、
お
客
さ
ん
の
満
足
度
が
上
が
る
。
結
果
と
し
て
、

金
浦
紙
器
は
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
、
困
難
を
乗
り
越
え

て
き
た
の
だ
。

　

「
金
浦
紙
器
の
特
出
す
べ
き
点
と
し
て
、
協
力
会
社
で

あ
る
株
式
会
社
ハ
ン
ズ
（
以
下
、
ハ
ン
ズ
）
の
設
立
も

あ
る
」
と
小
見
山
さ
ん
は
話
す
。
こ
の
会
社
は
、
金
浦

紙
器
で
作
っ
た
製
品
の
組
み
立
て
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

就
労
支
援
施
設
と
し
て
障
が
い
者
と
雇
用
契
約
を
結
ん

で
い
る
笠
岡
周
辺
で
は
最
初
の
Ａ
型
事
業
所
で
あ
る
。

「
障
が
い
者
の
方
た
ち
が
一
般
の
企
業
に
就
職
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
が
、
私
た
ち
の
目
標
か
な
。
障
が
い
者
に

対
す
る
理
解
を
も
っ
と
進
め
て
い
き
た
い
」
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
「
作
業
効
率
の
改
善
に
つ
な
が
り
、
他
の

障
が
い
者
支
援
施
設
の
方
か
ら
も
、
活
動
に
賛
同
し
て

も
ら
え
て
い
る
。
行
動
に
踏
み
切
っ
て
本
当
に
正
解

だ
っ
た
よ
」
と
小
見
山
さ
ん
は
生
き
生
き
と
話
す
。

N
A
O
K
I

K
O
M
I
Y
A
M
A
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会社情報

  株式会社金浦紙器工業所

　　　岡山県笠岡市西大島 1770-4

　　　0865-67-0604

　　　0865-67-4345

　　　info@kanaurashiki.co.jp

　　　http://www.kanaurashiki.co.jp
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日
本
で
初
め
て
開
業
さ
れ
た
認
知
症
専
門
病
院
が
笠

岡
市
に
あ
る
。
佐
々
木
健
さ
ん
が
院
長
を
務
め
る
「
き

の
こ
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
病
院
」
だ
。
開
業
さ
れ
た
約
40
年

前
、
認
知
症
は
「
痴
呆
症
」
と
呼
ば
れ
、
専
門
的
に
取

り
扱
お
う
と
す
る
病
院
は
な
か
っ
た
。
「
誰
も
や
ら
な

い
な
ら
、
自
分
が
や
っ
て
み
よ
う
」
。
大
学
で
精
神
医

学
を
専
攻
し
て
い
た
佐
々
木
院
長
は
、
認
知
症
と
い
う

誰
も
手
を
付
け
な
か
っ
た
分
野
へ
の
挑
戦
を
決
め
た
。

　

当
初
、
認
知
症
は
世
間
で
特
別
な
病
気
と
見
な
さ
れ

て
い
た
た
め
、
患
者
は
何
も
な
い
殺
風
景
で
無
機
質
な

部
屋
へ
隔
離
し
、
治
療
に
関
し
て
も
薬
の
投
与
や
リ
ハ

ビ
リ
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
逆

効
果
で
あ
る
と
次
第
に
分
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
対
応

は
患
者
に
疎
外
感
を
感
じ
さ
せ
、
か
え
っ
て
症
状
を
悪

化
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
。
佐
々
木
院
長
は
考
え

を
改
め
、「
施
設
の
在
宅
化
」
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

病
院
に
は
家
具
や
花
を
置
い
て
一
般
家
庭
の
よ
う
な
雰

囲
気
に
変
え
、
認
知
症
患
者
に
対
し
て
も
特
別
視
せ
ず

に
普
通
の
人
と
同
様
に
接
し
て
い
っ
た
。
「
例
え
ば
、

高
血
圧
の
人
と
会
っ
て
も
、
『
こ
の
人
は
高
血
圧
の
人

だ
』
と
病
気
の
面
だ
け
に
注
目
す
る
こ
と
は
な
い
で

病院内の一室。「病院だけど、家にいるような雰囲気に」という

院長の意思が表れている。

誰
も
や
ら
な
い
な
ら
、
自
分
が

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
得
た
衝
撃

「
ど
う
治
す
か
」
で
は
な
く
、

「
ど
う
生
き
る
か
」

★  笠 岡 の 魅 力 企 業  ★
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「
ま
だ
認
知
症
専
門
病
院
と
し
て
目
指
す
と
こ
ろ
の

１
０
０
％
に
は
達
し
て
い
な
い
」
、
「
今
後
認
知
症
医
療

の
あ
り
方
と
し
て
、
認
知
症
を
予
防
・
治
療
す
る
の
で

は
な
く
、
『
い
か
に
人
生
を
全
う
す
る
か
』
を
追
求
す

る
こ
と
が
自
分
の
中
の
目
標
だ
」
と
院
長
は
語
る
。
ま

た
病
院
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
地
域
の
方
が
気
軽
に
相

談
で
き
る
病
院
、
患
者
に
と
っ
て
自
宅
と
思
わ
れ
る
よ

う
な
病
院
で
あ
り
続
け
た
い
と
話
し
た
。
認
知
症
専
門

病
院
の
先
駆
け
と
し
て
30
年
余
り
経
つ
が
、
ま

だ
ま
だ
院
長
の
目
に
は
飽
く
な
き
向
上
心
が

伺
え
た
。

し
ょ
う
？
認
知
症
も
そ
れ
と
同
じ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
『
人
』

に
認
知
症
と
い
う
病
気
が
付
い
て
い
る
だ
け
。
接
し
方

は
他
の
普
通
の
人
と
変
わ
ら
な
い
」
と
院
長
は
話
す
。

　　

院
長
が
そ
の
よ
う
な
考
え
に
至
っ
た
き
っ
か
け
の
一

つ
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ
の
訪
問
が
あ
る
。
福
祉
国
家

で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
認
知
症
治
療
に
関
し
て
先
進

的
な
国
で
あ
り
、
１
９
９
５
年
か
ら
き
の
こ
エ
ス
ポ

ア
ー
ル
病
院
で
も
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
。
当
初
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
認
知
症
患
者
が
気
軽
に
散
歩
を
し
た

り
普
通
の
人
と
同
様
の
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
に

院
長
は
衝
撃
を
受
け
た
と
い
う
。
「
認
知
症

患
者
に
特
別
な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な

い
。
認
知
症
患
者
に
対
す
る
基
本
的
な

考
え
方
か
ら
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
か

ん
」
。
認
知
症
病
院
と
し
て
の
環
境
改
善
を
心
に

決
め
た
院
長
は
、
自
身
だ
け
で
は
な
く
病
院
職
員
に

も
学
ば
せ
る
た
め
、
そ
れ
か
ら
毎
年
き
の
こ
エ
ス
ポ

ア
ー
ル
病
院
か
ら
の
研
修
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
か
ら
の
き
の
こ
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
病
院
へ
の
研
修
生
も

受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の
経
験
を
経
て
院
長
は
、
「
パ
ー

ソ
ン
セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア
」
と
い
う
認
知
症
治
療
の
考
え

に
至
っ
た
。
患
者
一
人
一
人
生
い
立
ち
や
嗜
好
が
異
な

る
た
め
、
そ
れ
ら
を
十
分
に
見
極
め
た
上
で
そ
れ
ぞ
れ

の
患
者
に
適
し
た
接
し
方
を
す

る
、
と
い
っ
た
も
の
だ
。
「
百

人
患
者
が
い
れ
ば
、
百
通
り
の

症
状
が
あ
る
。
百
通
り
の
症
状

が
あ
れ
ば
、
百
通
り
の
医
療
が

あ
る
」
と
院
長
は
話
す
。

き
の
こ
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
病
院

佐
々
木
健

佐
々
木
健

院
長

K
E
N

S
A
S
A
K
I

認
知
症
の
人
た
ち
に

　
　

エ
ス
ポ
ア
ー
ル
＝
希
望
を

患者さんと楽しそうに話をする院長たち。その雰囲気はまるで家族のよう。

会社情報

  きのこエスポアール病院

　　　岡山県笠岡市東大戸 2908

　　　0865-63-0727

　　　0865-63-5214

　　　kinoko-2@kcv.ne.jp

　　　http://www.kinoko-group.jp/
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認知症もただの病気のひとつ。
特別なことをすべきじゃない。



　

株
式
会
社
協
栄
（
以
下
、
協
栄
）
は
主
に
農
業
用
機

械
の
部
品
を
作
る
企
業
。
日
本
の
機
械
産
業
を
支
え
る

モ
ノ
づ
く
り
の
企
業
で
あ
る
。
社
長
は
中
川
秀
明
さ
ん
。

物
腰
柔
ら
か
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
人
物
だ
。
そ
ん

な
中
川
社
長
は
入
社
直
後
に
企
業
経
営
者
を
育
成
す
る

管
理
者
養
成
学
校
に
入
校
。
13
日
間
に
わ
た
り
発
声
練

習
や
40
キ
ロ
の
夜
間
行
進
な
ど
の
過
酷
な
訓
練
を
受
け

た
。
「
13
日
間
の
地
獄
を
経
験
し
た
」
中
川
社
長
は
当

時
の
様
子
を
こ
う
語
る
。
中
川
社
長
に
よ
る
と
、
訓
練

が
終
わ
り
笠
岡
に
帰
る
と
取
引
先
の
人
に
褒
め
ら
れ
た

と
い
う
。
そ
の
企
業
と
の
関
係
は
今
も
続
い
て
い
る
と

の
こ
と
だ
。
地
獄
の
訓
練
を
乗
り
越
え
て
仕
事
の
チ
ャ

ン
ス
を
つ
か
ん
だ
の
だ
。

　

中
川
社
長
が
社
長
に
就
任
し
た
当
時
、
協
栄
は
赤
字

が
続
く
苦
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。
工
場
は
も
の
が
散
ら

ば
り
通
り
道
も
無
く
、
必
要
な
素
材
や
図
面
を
探
す
の

に
時
間
が
か
か
る
な
ど
作
業
効
率
が
悪
か
っ
た
と
い

う
。
中
川
社
長
は
工
場
の
環
境
整
備
が
第
一
だ
と
考
え
、

工
場
内
の
も
の
を
整
理
整
頓
し
通
路
を
確
保
し
た
。
こ

工場で作業する従業員。技術を日々磨いている。

工場内の通路。工場の環境整備をしたことで、作業効率が向上した。

地
獄
か
ら
の
生
還

ピ
ン
チ
こ
そ
チ
ャ
ン
ス

良
い
モ
ノ
を
作
る
た
め
に
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る
か
ど
う
か
だ
と
い
う
。

　

従
業
員
の
技
術
も
向
上
し
た
。
従
業
員
の
意
識
が
高

ま
っ
た
結
果
、
今
で
は
自
ら
進
ん
で
技
術
を
磨
く
よ
う

に
な
っ
た
。
特
に
溶
接
の
技
術
が
高
く
、
製
品
の
完
成

度
は
高
い
。
「
腕
の
い
い
者
が
手
作
業
で
作
っ
た
製
品

を
取
引
先
の
企
業
さ
ん
に
見
せ
る
と
、「
こ
れ
は
ロ
ボ
ッ

ト
が
作
っ
た
も
の
か
」
と
聞
か
れ
た
。
こ
れ
が
私
た
ち

の
自
慢
」
と
中
川
社
長
は
誇
ら
し
げ
に
語
る
。

　

協
栄
は
今
後
産
業
機
器
の
部
品
の
生
産
を
拡
大
し
て

い
く
予
定
だ
。
「
今
後
は
技
術
者
だ
け
で
は
な
く
、
新

し
い
取
引
先
を
開
拓
す
る
た
め
に
営
業
職
も
採
用
し
た

い
」
と
中
川
社
長
は
言
う
。

れ
に
よ
り
作
業
効
率
が
上
が
っ
た
。
さ
ら
に
中
川
社
長

は
社
内
の
雰
囲
気
を
明
る
く
す
る
た
め
に
社
員
に
大
き

な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
よ
う
徹
底
さ
せ
た
。
工
場
の
環

境
が
良
く
な
り
、
社
員
が
明
る
く
あ
い
さ
つ
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
取
引
先
か
ら
の
評
価
が
上
が
り
、

徐
々
に
仕
事
を
頼
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
協
栄
の
業
績

は
以
前
よ
り
向
上
し
て
い
っ
た
。

　

中
川
社
長
は
整
理
整
頓
、
躾
な
ど
の
活
動
を
ま
と
め

て
５
Ｓ
（ 

整
理
、
整
頓
、
清
掃
、
清
潔
、
躾 

）
と
呼
ぶ
。

５
Ｓ
を
仕
事
の
基
本
と
し
て
社
長
も
社
員
も
実
践
し
て

き
た
こ
と
が
今
の
協
栄
の
原
点
で
あ
る
。
「
５
Ｓ
は
工

場
の
文
化
。
５
Ｓ
を
徹
底
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
仕
事
が

上
手
く
い
く
」
こ
れ
が
中
川
社
長
の
信
念
だ
。

　

ま
た
中
川
社
長
は
「
ピ
ン
チ
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
」
と
自

信
を
も
っ
て
繰
り
返
し
述
べ
て
い
た
。
会
社
の
経
営
が

傾
い
た
時
こ
そ
、
社
内
環
境
・
社
員
教
育
な
ど
の
基
本

的
な
こ
と
を
見
直
し
、
会
社
を
伸
ば
す
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
と
の
こ
と
。
赤
字
に
際
し
、
５
Ｓ
を
徹
底

し
て
行
い
協
栄
を
以
前
よ
り
強
く
し
た
中

川
社
長
な
ら
で
は
の
言
葉
だ
。

　

基
本
を
重
視
し
徹
底
す
る
中
川
社
長
お
よ
び
協
栄
の

姿
勢
は
モ
ノ
づ
く
り
に
も
表
れ
て
い
る
。
モ
ノ
づ
く
り

の
基
本
は
短
時
間
で
よ
い
も
の
を
作
る
こ
と
、
不
良
品

を
出
さ
な
い
こ
と
。
か
つ
て
は
協
栄
の
製
品
は
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
不
良
品
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
不
良
品
を
出

さ
な
い
た
め
に
、
製
品
を
作
る
手
順
を
示
し
た
手
順
書

が
工
場
に
置
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
溶
接
な
ど
の
各
工
程

で
ど
の
よ
う
に
作
業
す
れ
ば
よ

い
か
が
写
真
と
と
も
に
説
明
さ

れ
て
い
て
、
こ
れ
に
沿
っ
て
作

業
す
れ
ば
誰
が
作
業
し
て
も
同

じ
製
品
が
で
き
る
と
の
こ
と

だ
。
不
良
品
の
数
は
減
り
今
で

は
不
良
品
は
年
に
１
、
２
個
出

基本を徹底したモノづくり

株
式
会
社
協
栄

中
川
秀
明

中
川
秀
明

代
表
取
締
役
社
長

H
I
D
E
A
K
I

N
A
K
A
G
A
W
A

整理、整頓、清掃、清潔、躾

の 5S が仕事の基本！

不良品は年に１、２個の技術力の高さ！

会社情報

  株式会社協栄

　　　岡山県笠岡市茂平 1524-2

　　　0865-66-2747

　　　0865-66-2149
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戦
前
か
ら
養
鶏
業
の
盛
ん
な
笠
岡
市
。
そ
の
な
か
で

も
全
国
シ
ェ
ア
第
６
、
７
位
に
位
置
す
る
大
規
模
鶏
卵

業
の
坂
本
産
業
株
式
会
社
は
２
０
１
５
年
で
創
業
70
年

を
迎
え
た
。

　

戦
後
、
貴
重
品
だ
っ
た
卵
が
一
般
家
庭
で
も
多
く
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
養
鶏
農
家
の
数
は
減

少
し
、
養
鶏
業
界
の
寡
占
化
が
進
ん
だ
。
小
規
模
小
売

店
の
減
少
・
大
規
模
小
売
店
の
増
加
な
ど
、
産
業
・
商

業
そ
の
も
の
の
形
態
も
変
化
し
、
も
と
も
と
地
元
養
鶏

農
家
か
ら
卵
を
仕
入
れ
る
産
地
の
問
屋
業
を
行
な
っ
て

い
た
坂
本
産
業
も
、
鶏
の
飼
育
か
ら
卵
の
販
売
ま
で
を

一
貫
管
理
す
る
業
態
に
変
わ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
一
貫
生
産
は
「
こ
の
卵
を
、
誰
が
・
い
つ
・
ど
こ
で

つ
く
っ
て
い
る
か
」
が
消
費
者
に
分
か
る
た
め
、
食
べ

る
人
た
ち
に
と
っ
て
も
安
心
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
鶏

卵
業
界
は
時
代
が
進
む
に
つ
れ
ま
す
ま
す
少
数
の
企
業

に
集
約
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
。
「
そ
の
よ
う
な
競

争
の
流
れ
で
残
っ
た
企
業
の
多
く
は
、
結
果
的
に
こ
の

よ
う
な
一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
る
」
と
、

坂
本
社
長
は
話
す
。

洗卵・検査・包装などを行う GP センター。

養鶏場からここへ卵が送られ、出荷される。

養鶏場の中の様子。一棟あたり 4 万 8000 羽が飼育されている。

つ
な
が
り-

消
費
者

つ
な
が
り-

地
域

つ
な
が
り-

従
業
員

長
い
歴
史
で
つ
く
ら
れ
た
も
の

★  笠 岡 の 魅 力 企 業  ★

消費者・地域・従業員のことを思い続け・・・
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坂
本
産
業
株
式
会
社

坂
本
修
三

坂
本
修
三

代
表
取
締
役
社
長

　

こ
の
よ
う
に
坂
本
産
業
は
長
い
歴
史
の
中
で
、
消
費

者
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
シ
ス
テ
ム
を

確
立
し
、
地
域
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域

産
業
と
の
つ
な
が
り
を
形
作
り
、
さ
ら
に
従
業
員
の
こ

と
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
雇
用
体
制
を
整
え
た
。
こ

れ
ら
の
多
方
面
へ
配
慮
す
る
姿
勢
は
坂
本
社
長
の
人
柄

だ
け
で
な
く
、
坂
本
産
業
全
体
の
社
風
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。

　

養
鶏
農
家
は
、
も
と
も
と
米
農
家
で
余
剰
生
産
さ
れ

た
米
を
飼
料
米
と
し
て
鶏
の
エ
サ
に
使
っ
て
い
た
。
ま

た
排
泄
さ
れ
る
鶏
糞
も
肥
料
と
し
て
田
畑
で
利
用
さ
れ

て
い
る
。
坂
本
産
業
で
は
笠
岡
市
を
含
む
岡
山
県
内
の

米
農
家
か
ら
飼
料
米
を
買
い
付
け
し
て
い

る
。
ま
た
、
養
鶏
場
で
排
出
さ
れ
る
鶏
糞

も
肥
料
と
し
て
地
域
農
家
に
還
元
し
て
い

る
。
「
近
年
飼
料
米
の
作
付
け
へ
の
助
成

金
制
度
が
整
え
ら
れ
た
。
将
来
的
に
は
休

耕
地
で
の
飼
料
米
作
り
を
行
う
農
家
が
増

え
る
だ
ろ
う
」
と
、
社
長
は
話
す
。

　

二
世
社
員
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
あ

る
。
す
で
に
退
職
し
た
方
々
を
含
め
、
約
30
組
ほ
ど
い

る
と
の
こ
と
。
子
世
代
の
多
く
は
他
社
・
他
業
種
か
ら

の
転
職
で
、
坂
本
産
業
の
話
を
幼
い
こ
ろ
か
ら
聞
き
続

け
、
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
理
由
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
坂
本
産
業
の
長
い
歴
史
の
中
で
の
好
業
績
を
伺
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
新
卒
採
用
に
力
を
い
れ
、
事
業
拡

大
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
営
業
職
を
設
け
る
準

備
を
整
え
て
い
る
。
坂
本
産
業
は
岡
山
県
内
の
広
い
範

囲
に
13
の
養
鶏
農
場
を
保
有
し
て
お
り
、
従
業
員
の
多

く
は
県
内
出
身
と
い
う
こ
と
で
、
雇
用
の
面
か
ら
岡
山

県
や
笠
岡
市
に
地
域
貢
献
し
て
い

る
。

　

昨
年
、
本
社
の
近
く
に
は
約
20
室

の
単
身
者
向
け
社
宅
も
建
設
し
た
。

福
利
厚
生
の
充
実
化
に
よ
り
、
県
外

か
ら
の
就
職
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

会社情報

一貫
生産
は誰
が・い

つ・どこでつくっているかが消費者に分かるため、安
心

消費者へ！

S
H
U
Z
O

S
A
K
A
M
O
T
O

  坂本産業株式会社

　　　岡山県笠岡市走出 670-1

　　　0865-65-0311

　　　0865-65-0460

　　　info@sakamoto-egg.co.jp

　　　http://www.sakamoto-egg
　　　.co.jp/

２世代従業員が 30組も

働いている会社です！
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焼
き
海
苔
や
味
付
け
海
苔
な
ど
、
日
常
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
海
苔
だ
が
、
そ
の
中
で
も

幻
の
海
苔
を
作
っ
て
い
る
人
が
、
瀬
戸
内
海
に
浮
か

ぶ
笠
岡
諸
島
の
一
つ
、
笠
岡
市
高
島
に
い
る
。
そ
の

人
は
妹
尾
孝
之
さ
ん
、
奥
さ
ん
の
三
惠
さ
ん
、
息
子

の
祐
輝
さ
ん
。
こ
こ
で
は
、
一
般
的
に
生
産
さ
れ
て

い
る
ス
サ
ビ
ノ
リ
で
は
な
く
、
壇
紫
菜
（
た
ん
し
さ
い
）

と
い
う
中
国
原
産
の
岩
海
苔
を
養
殖
し
て
い
る
。
こ

れ
が
幻
の
海
苔
と
言
わ
れ
て
い
る
。
で
は
、
な
ぜ
、

こ
の
よ
う
な
普
通
と
違
う
種
類
の
海
苔
を
養
殖
し
始

め
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

「
壇
紫
菜
を
養
殖
し
始
め
た
の
は
、
最
近
な
ん
だ
よ
。

も
と
も
と
は
ス
サ
ビ
ノ
リ
を
育
て
て
い
た
か
ら
ね
」
と

話
す
妹
尾
さ
ん
。
昔
の
瀬
戸
内
海
は
栄
養
豊
富
で
、
海

苔
の
養
殖
に
適
し
て
お
り
、
ス
サ
ビ
ノ
リ
の
収
穫
を
２

〜
３
か
月
間
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
し
か
し
近
年

の
護
岸
工
事
や
、
干
拓
事
業
の
影
響
で
、
川
か
ら
の
栄

養
が
海
ま
で
届
か
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
収
穫

が
１
か
月
間
し
か
行
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ

家族で力を合わせ丹精込めて育てた海苔はとても人気である

昔ながらの製法でネットに種を植え付ける

幻
の
海
苔
を
作
る

壇
紫
菜
へ
の
挑
戦

海
苔
へ
の
こ
だ
わ
り

惚
れ
る
背
中

幻の海苔の感動を皆様へ

せ
の
お
水
産

妹
尾
孝
之

妹
尾
孝
之

代
表

働
い
て
い
る
。
ま
た
、
「
旦
那
に
惚
れ
て
保
育
士
を
や

め
て
、
つ
い
て
き
た
け
ど
、
最
初
は
や
っ
ぱ
り
漁
師
の

奥
さ
ん
と
し
て
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
か
心
配
だ
っ
た

ね
。
今
で
は
環
境
産
業
で
あ
り
、
安
心
・
安
全
な
水
産

物
を
供
給
す
る
す
ば
ら
し
い
漁
業
の
仕
事
に
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
い
ま
す
よ
。
家
族
で
一
つ
の
仕
事
に
打
ち
込

め
る
の
は
、
や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い
ね
」
と
話
す
奥
さ

ん
の
三
惠
さ
ん
。
妹
尾
さ
ん
の
第
一
次
産
業
、
特

に
海
苔
へ
の
こ
だ
わ
り
や
、
養
殖
に
対
し

て
挑
戦
す
る
背
中
に
惚
れ
た
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
家
族
は
笑
顔
に
あ
ふ
れ

て
い
た
。

で
妹
尾
さ
ん
は
、
高
水
温
で
通
常
の
海
苔
よ
り
早
い
時

期
か
ら
養
殖
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
壇
紫
菜
に
誰
よ

り
も
い
ち
早
く
目
を
つ
け
、
養
殖
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

「
お
客
様
に
は
安
心
安
全
な
お
い
し
い
海
苔
を
食
べ

て
ほ
し
い
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
よ
」
と
妹
尾
さ
ん
は
話
す
。
例
え
ば
、
海
苔
の
種
付

け
の
場
合
、
せ
の
お
水
産
で
は
、
自
然
に
近
い
環
境
で

種
付
け
を
行
う
た
め
に
冷
水
器
な
ど
の
人
工
的
な
装
置

を
使
わ
な
い
。
種
の
付
き
具
合
を
顕
微
鏡
で
見
る
の
だ

が
、
た
だ
で
さ
え
ス
サ
ビ
ノ
リ
に
比
べ
、
何
倍
も
種
が

付
き
に
く
い
壇
紫
菜
。
気
候
や
水
温
に
よ
っ
て
種
の
付

き
具
合
が
変
わ
り
、
冷
水
器
で
水
温
の
調
整
を
し
な
い

せ
の
お
水
産
で
は
、
何
度
も
種
の
付
き
具
合
を
観
察
し
、

調
整
す
る
必
要
が
あ
り
、
と
て
も
根
気
の
い
る
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
の
積
み
重
ね
で
、
天

然
も
の
に
近
い
、
色
鮮
や
か
で
香
り
豊
か
な
海
苔
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
「
も
ち
ろ
ん
壇
紫
菜
の
養
殖

は
難
し
い
よ
。
養
殖
の
コ
ツ
を
つ
か
む
の
に
何
年
も
か

か
っ
た
し
、
失
敗
し
た
こ
と
も
あ
る
。
で
も
や
っ
ぱ
り
、

お
客
さ
ん
に
お
い
し
い
海
苔
を
届
け
た
い
か
ら
手
を
抜
く

わ
け
に
は
い
か
な
い
よ
ね
」
と
妹
尾
さ
ん
は
海
苔
作
り

へ
の
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
。

　

「
親
が
漁
師
だ
っ
た
の
で
漁
師
の
仕
事
が
普
通
だ
と

思
っ
て
い
た
。
無
意
識
の
う

ち
に
父
親
の
仕
事
を
継
ぎ
た

い
と
思
っ
て
い
た
。
う
ち
の

海
苔
そ
の
も
の
の
美
味
し
さ

を
消
費
者
に
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
す
の
は
、
息
子
で

あ
る
祐
輝
さ
ん
。
大
学
を
卒

業
し
て
一
般
企
業
に
就
職
し

た
後
、
４
年
前
か
ら
父
親
と

T
A
K
A
Y
U
K
I

S
E
N
O
O

★  笠 岡 の 魅 力 企 業  ★
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会社情報

  せのお水産

　　　岡山県笠岡市美の浜 32-31

　　　0865-67-6733

　　　同上
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大和技研工業の企業理念は、お客様とともに発展する企業！

　

現
在
、
日
常
生
活
に
お
い
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
だ
が
、
今
か
ら
60
年
前
、
戦
後
の
日

本
で
は
未
知
の
素
材
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
代
の
素
材
と

言
え
ば
、
紙
、
布
材
、
木
材
、
ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
、
鉄

等
の
金
属
類
が
一
般
的
で
あ
り
、
石
油
か
ら
作
ら
れ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
知
っ
て
い
る
人
は
ご
く
少
数
で
あ
っ

た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
可
能
性
に
い
ち
早
く
目
を
つ
け
、

現
在
ま
で
様
々
な
製
品
を
生
み
出
し
続
け
て
い
る
企
業

が
、
笠
岡
市
茂
平
に
あ
る
大
和
技
研
工
業
株
式
会
社
（
以

下
、
大
和
技
研
工
業
）
で
あ
る
。

　　

大
和
技
研
工
業
の
数
あ
る
素
晴
ら
し
い
発
明
の
中

に
、「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ
」
と
「
セ
フ
バ
ン
」
が
あ
る
。

た
ぶ
ん
ど
ち
ら
も
聞
き
覚
え
の
な
い
商
品
名
で
あ
ろ
う

が
、
今
で
は
日
常
生
活
の
中
で
、
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ
」
と
い
う
製

品
は
、
車
庫
と
道
路
の
間
の
段
差
を
埋
め
る
た
め
に
置

か
れ
る
傾
斜
の
つ
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
板
で
あ

る
。
現
在
で
は
、
多
く
の
家
庭
に
浸
透
し
て
お
り
、
全

国
の
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
見
か

自社の技術の結晶であるセフバン

独自に製造機械を開発することも

未
知
を
常
識
に

未
知
の
素
材
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

パ
イ
オ
ニ
ア
の
苦
難

お
客
様
と
二
人
三
脚

社会を支える独自の発明

大
和
技
研
工
業
株
式
会
社

方
川
尚
則

方
川
尚
則

代
表
取
締
役
社
長

け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
製
品
を
発
明
し
、
最
初

に
商
品
化
し
た
会
社
は
、
大
和
技
研
工
業
な
の
で
あ
る
。

現
社
長
で
あ
る
方
川
尚
則
さ
ん
が
、
全
国
の
道
路
の
段

差
を
調
べ
、
最
適
な
高
さ
を
導
き
出
し
商
品
化
し
た
も

の
で
、
用
途
を
乗
用
車
限
定
と
し
て
い
る
以
外
の
製
品

は
現
在
で
も
大
和
技
研
工
業
し
か
販
売
し
て
い
な
い
。

　

「
セ
フ
バ
ン
」
と
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
固
め
る
際

の
型
枠
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
製
品
の
特
徴
は
、

通
常
の
型
枠
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
充
填
の
様
子
を
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
透
明
な
「
セ
フ
バ
ン
」
を
使

用
す
る
こ
と
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
充
填
具
合
、
流
動
性

を
目
視
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
建
物
の
基
礎
や
、
橋
な
ど
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
充
填
不
備
を
防
ぎ
構
築
物
の
信
頼
性
向
上
の
一
助
と

な
る
の
で
あ
る
。
「
失
敗
を
恐
れ
ず
、
攻
め
の
姿
勢
で

開
発
を
続
け
る
こ
と
で
、
新
た
な
製
品
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
」
と
方
川
社
長
は
語
る
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
、
今
ま
で
に
数
々
の

製
品
を
開
発
し
、
発
売
し
て
き
た

大
和
技
研
工
業
だ
が
、
こ
れ
ら
の

商
品
は
す
ぐ
に
ヒ
ッ
ト
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
今
ま
で

無
か
っ
た
製
品
や
販
売
実
績
の
な
い
製
品
は
、
規
格
や

基
準
な
ど
が
な
い
た
め
に
、
販
売
業
者
に
は
敬
遠
さ
れ

が
ち
で
あ
る
。
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ
」
は
、
発
売

か
ら
３
年
、
「
セ
フ
バ
ン
」
の
場
合
、
20
年
間
見
向
き

も
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
ん
な
逆
境
の
中
、
大

和
技
研
工
業
は
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
営
業
に
出
向

き
、
お
客
様
の
要
望
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
製
品
に
反
映
さ

せ
る
な
ど
努
力
を
積
み
重
ね
、
開
発
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の

製
品
が
各
種
の
産
業
用
の
資
材
と
し
て
採
用
さ
れ
、
一

般
の
家
庭
用
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
「
セ
フ

バ
ン
」
は
新
技
術
と
し
て
国
土
交
通
省N

E
T
IS

:K
K

0
0

0
0
2
0
-V

E

に
登
録
さ
れ
土
木
建
築
業
界
・
建
築
業
界

の
中
で
の
一
定
の
評
価
を
得
て
橋
梁
・
鉄
道
・
高
速
道

　
　
　

路
・
ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
各
種
工
事
に

　
　
　
　
　

採
用
さ
れ
る
製
品
に
育
っ
て
い
る
。

H
I
S
A
N
O
R
I

K
A
T
A
K
A
W
A
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会社情報

  大和技研工業株式会社

　　　岡山県笠岡市茂平 1602-14

　　　0865-66-1415

　　　0865-66-2261

　　　dgk@urban.ne.jp

　　　http://www.urban.ne.jp/
　　　home/dgk/

2425

　

大
和
技
研
工
業
の
企
業
理
念
と
し
て
、
「
お
客
様
と

と
も
に
発
展
す
る
企
業
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
一
般

の
方
や
企
業
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
ま
た
、
日
常
会
話
の
中

の
ヒ
ン
ト
か
ら
得
た
ア
イ
デ
ア
を
製
品
に
反
映
さ
せ
、

失
敗
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
挑
戦
的
な
姿
勢
で
製
品
を

作
り
続
け
て
き
た
点
に
、
大
和
技
研
工
業
の
現
在
の
発

展
の
理
由
が
あ
る
。
方
川
社
長
は
、
「
お
客
様
の
要
望

や
話
を
製
品
に
反
映
さ
せ
、
た
と
え
隙
間
の
商
品
で

あ
っ
て
も
ユ
ー
ザ
ー
の
方
に
良
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
が
一
番
の
喜
び
。
こ
れ
が
次
の
商
品
開
発
の

力
に
な
る
」
と
、
自
身
の
開
発
し
た
製
品
を
手
に
、
嬉

し
そ
う
に
話
す
。



　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
小
型
の
も
の
か

ら
、
自
動
車
な
ど
大
型
の
も
の
ま
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
電
化
製
品
に
使
わ
れ
る
半
導
体
。
現
在
半
導
体
は
世

界
的
に
見
れ
ば
30
兆
円
規
模
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
り
、

今
後
も
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
半
導
体
を
使
っ
た
製
品
で
あ
る
ダ
イ
オ
ー
ド
や

集
積
回
路
を
製
造
し
て
い
る
会
社
が
笠
岡
市
に
あ
る

「
ロ
ー
ム
・
ワ
コ
ー
株
式
会
社
」
で
あ
る
。
こ
の
会
社

は
京
都
に
あ
る
ロ
ー
ム
株
式
会
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の

一
つ
で
あ
り
、
製
造
を
担
当
し
て
い
る
。
初
代
社
長
が
、

当
時
東
洋
電
具
と
い
う
社
名
だ
っ
た
ロ
ー
ム
に
共
感

し
、
協
力
会
社
と
し
て
ワ
コ
ー
電
器
（
現
ロ
ー
ム
・
ワ

コ
ー
）
を
創
業
し
た
。
「
創
業
以
降
は
時
代
の
潮
流
に

合
わ
せ
る
よ
う
製
品
だ
け
で
な
く
組
織
体
系
も
変
え
て

い
っ
た
」
と
吉
岡
社
長
は
話
す
。
例
え
ば
、
ダ
イ
オ
ー

ド
の
生
産
規
模
拡
大
に
合
わ
せ
て
製
造
コ
ス
ト
を
削
減

す
る
た
め
に
関
係
会
社
ロ
ー
ム
・
ワ
コ
ー
デ
バ
イ
ス
株

式
会
社
を
設
立
す
る
と
共
に
海
外
需
要
を
見
込
ん
で
１

９
８
９
年
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
、
２
０
０
０
年
に
は
中
国

へ
工
場
を
建
設
し
て
き
た
。
現
在
で
は
マ
レ
ー
シ
ア
の

工
場
で
は
新
棟
の
増
築
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ー
ム
・

ローム・ワコーの工場。笠岡市内でもひときわ目立つ存在である

ダイオードの製造ライン。

私たちが使っている電子機器にもここで作られた部品が内蔵されているかもしれない

何
よ
り
も
「
信
頼
」

未
来
へ
の
投
資

身
の
回
り
に
潜
む

メ
イ
ド
・
イ
ン
・
笠
岡

★  笠 岡 の 魅 力 企 業  ★
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る
た
め
に
は
現
場
で
働
く
こ
と
が
最
適
で
あ
ろ
う
。
ま

た
会
社
そ
の
も
の
の
知
名
度
向
上
へ
も
繋
が
る
」
と
社

長
は
話
す
。

　

ま
た
社
長
は
海
外
工
場
で
の
現
地
管
理
の
人
材
育
成

に
つ
い
て
も
語
っ
た
。
「
言
語
の
問
題
も
あ
り
、
工
場

長
ク
ラ
ス
の
人
材
を
確
保
す
る
の
は
難
し
い
。
実
践
を

通
し
て
人
材
育
成
を
行
い
た
い
。
ま
た
、
現
地
の
従
業

員
を
工
場
長
ク
ラ
ス
に
育
て
上
げ
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
た
い
。
最
終
的
に
は
現
地
で
従
業
員
を
集
め
、
ロ
ー

カ
ル
化
を
目
指
す
」
。
社
員
一
人
一
人
の
能
力
を
上
げ
、

結
果
的
に
会
社
そ
の
も
の
の
成
長
に
繋
げ
る
と
い
う
社

長
の
考
え
が
伺
え
る
。

ワ
コ
ー
の
よ
う
に
早
い
時
期
か
ら
海
外
で
事
業
展
開
し

て
い
る
企
業
は
笠
岡
市
内
で
は
珍
し
い
。

　

「
こ
の
会
社
を
信
頼
さ
れ
る
会
社
に
し
て
い
き
た
い
。

お
客
様
か
ら
信
頼
さ
れ
な
い
と
取
引
は
継
続
し
て
い
か

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
良
い
品
質
の
も
の
を
安
く
、
早

く
つ
く
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
顧
客
か
ら
の
信

頼
を
得
る
た
め
、
ま
た
ロ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
の
中
で
高
い

支
持
を
得
る
た
め
、
ロ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
の
間
で
も
競
争

が
生
ま
れ
て
い
る
と
吉
岡
社
長
は
話
す
。

　

信
頼
さ
れ
る
品
質
を
維
持
す
る
た
め
に
ロ
ー
ム
グ

ル
ー
プ
で
は

R
P
S
（
ロ
ー
ム
生
産
方
式 

）
を
掲
げ

て
い
る
。
生
産
に
お
け
る
運
搬
、
加
工
、
作
業
員
の
動

作
な
ど
７
つ
の
無
駄
を
な
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
性

を
向
上
さ
せ
、
製
品
の
品
質
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
目

標
で
あ
る
。
「
生
産
の
中
で
無
駄
を
無
く
す
た
め
に
、

ま
ず
不
良
品
を
見
つ
け
て
排
除
す
る
こ
と
を
心
が
け

る
。
ま
た
、
不
良
品
自
体
を
作
ら
な
い
。
ロ
ー
ム
グ
ル
ー

プ
で
は
設
計
、
開
発
、
製
造
を
全
て
一
貫
し
て
行
う
こ

と
で
全
行
程
に
お
い
て
品
質
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
社
長
は
話
す
。

　

ロ
ー
ム
・
ワ
コ
ー
は
今
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
受
け
入
れ
を
始
め
た
。
地
方

の
グ
ル
ー
プ
会
社
が
独
自
で
イ

ン
タ
ー
ン
に
取
り
組
む
こ
と
は
比

較
的
珍
し
い
。
２
０
１
５
年
度
は

岡
山
、
広
島
、
徳
島
な
ど
か
ら

16
名
の
大
学
生
を
受
け
入
れ
た
。

「
会
社
で
実
際
行
わ
れ
て
い
る
仕

事
に
従
事
し
、
業
務
内
容
を
知

る
こ
と
が
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
の

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
仕
事
を
知

ロ
ー
ム
・
ワ
コ
ー
株
式
会
社

吉
岡
浩
文

吉
岡
浩
文

代
表
取
締
役
社
長

H
I
R
O
F
U
M
I

Y
O
S
H
I
O
K
A

小
さ
な
部
品
で

　
　

大
き
な
仕
事
を

会社情報

  ローム・ワコー株式会社

　　　岡山県笠岡市富岡 100

　　　0865-67-0111

　　　0865-67-2551

　　　http://micro.rohm.com/jp/

　　　wako/
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海外へ
の事業

展開を
早い段

階から

行って
いたの

も特徴
です



細井大輔

筑波大学　4 年

野中健志郎

佐賀大学　3 年
東純平

大阪大学　1 年

通称イースト 通称細大 通称けんしろう

一
か
月
の
イ
ン
タ
ー
ン
も
い
よ
い
よ
終
わ
り

と
い
う
こ
と
で
こ
の
一
か
月
を
振
り
返
っ
て

い
こ
う
︒
司
会
の
野
中
で
ー
す
︒
ま
ず
は
一

か
月
笠
岡
に
住
ん
で
み
た
感
想
を
聞
い
て
い

く
け
ん
︒
細
大(

細
井)

ど
う
や
っ
た
と
？

え
ー
と
︑
ま
ず
は
町
の
規
模
は
大
体
予
想
通

り
だ
っ
た
︒
事
前
に
人
口
が
だ
い
た
い
五
万

人
く
ら
い
だ
っ
て
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た

し
︒
あ
と
︑
も
の
す
ご
く
便
利
で
は
な
か
っ

た
け
ど
︑
特
に
不
自
由
す
る
こ
と
も
な
か
っ

た
︒

俺
も
大
体
予
想
通
り
の
規
模
や
っ
た
よ
︒
大

阪
は
人
が
多
す
ぎ
て
う
ん
ざ
り
し
て
た
け

ど
︑
笠
岡
は
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
︒

ま
あ
俺
も
そ
ん
な
と
こ
ろ
︒
じ
ゃ
あ
︑
笠
岡

の
い
い
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
な
？

イ
ー
ス
ト(

東)

は
ど
う
よ
？

一
番
気
に
入
っ
た
と
こ
ろ
は
自
然
︑
特
に
海
︒

原
稿
作
業
で
ピ
リ
ピ
リ
し
て
る
と
き
も
海
を

見
て
た
ら
落
ち
着
い
た
︒
俺
は
週
末
に
六
島

(

笠
岡
か
ら
船
で
一
時
間
ほ
ど
の
島)

に
い
っ

た
ん
や
け
ど
︑
海
が
き
れ
い
で
良
か
っ
た
よ
︒

た
だ
︑
地
元
の
人
に
も
島
に
行
っ
た
こ
と
が

な
い
人
が
い
る
っ
て
聞
い
た
︒
そ
れ
は
も
っ

た
い
な
い
と
思
う
︒

地
元
の
人
に
と
っ
て
は
島
は
身
近
に
あ
り
す

ぎ
て
魅
力
に
感
じ
な
い
の
か
も
し
れ
ん
ね
︒

だ
か
ら
こ
そ
よ
そ
者
の
俺
ら
が
魅
力
を
伝
え

た
っ
ち
ゃ
ん
ね
え
︒

あ
と
︑
交
通
の
便
が
い
い
よ
ね
︒
福
山
や
倉

敷
に
も
電
車
で
一
時
間
足
ら
ず
で
行
け
る
︒

地
方
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
い
い
の
は
大
き

い
︒
地
元
の
人
に
も
お
世
話
に
な
っ
た
け
ど

よ
そ
者
の
俺
ら
に
も
親
切
な
人
ば
か
り
だ
っ

た
︒

俺
は
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
り
が
ち
や
け
ど
︑

こ
の
一
か
月
は
な
ら
な
か
っ
た
︒
市
役
所
の

方
を
含
め
て
地
元
の
人
に
支
え
て
も
ら
っ
た

け
ん
と
思
う
な
あ
︒

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
っ
て(

笑)

︒

仕

事

縁

鑑

編

集

後

記

適
度
な
便
利
さ
と

豊
か
な
自
然

　
〜
笠
岡
の
町
〜

こ
こ
ま
で
「
仕
事
縁
鑑
」
を
通
し
て

笠
岡
と
い
う
街
と
そ
の
企
業
の
魅
力
を

十
二
分
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
は
実
際
に
笠
岡
に
一
か
月
間
滞
在
し
た

イ
ン
タ
ー
ン
生
に
よ
る
座
談
会
に
お
つ
き
あ
い
下
さ
い
。

野
中

東 東

東

細
井

細
井

野
中

野
中

野
中
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坂本産業施設内にて

じ
ゃ
あ
次
は
実
際
に
笠
岡
の
企
業
を
取
材
し

た
感
想
を
聞
い
て
み
よ
う
︒
例
よ
っ
て
︑
細

大
ど
う
や
っ
た
と
？

俺
は
今
ま
で
企
業
の
社
長
の
方
と
お
話
し
す

る
機
会
が
な
か
っ
た
か
ら
緊
張
で
び
く
び
く

し
て
た
ん
だ
け
ど
︑
実
際
に
取
材
し
て
み
る

と
い
い
方
ば
か
り
で
安
心
し
た
よ
︒
余
裕
が

あ
る
と
い
う
か
︑
懐
が
深
い
と
い
う
か
︒
お

話
を
聞
い
て
い
る
と
︑
社
長
ご
自
身
の
経
験

が
人
柄
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
か
な
と
思
っ

た
︒

細
大
は
最
初
ガ
チ
ガ
チ
だ
っ
た
︵
笑
︶
︒

企
業
の
社
長
と
い
う
と
︑
ひ
た
す
ら
利
益
を

追
求
す
る
と
い
う
印
象
が
あ
っ
た
ん
や
け

ど
︑
そ
の
印
象
は
少
し
変
わ
っ
た
か
な
︒
ま

ず
第
一
に
取
引
先
の
企
業
や
消
費
者
と
い
っ

た
お
客
さ
ん
の
利
益
を
考
え
て
は
っ
た
︒
株

式
会
社
オ
ク
ノ
の
奥
野
社
長
に
は
お
客
さ
ん

の
利
益
や
満
足
の
先
に
自
分
ら
の
利
益
が
あ

る
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
ね
︒

俺
は
社
長
さ
ん
は
み
な
さ
ん
個
性
的
な
人
や

と
思
っ
た
︒
社
長
さ
ん
の
個
性
や
人
柄
が
企

業
の
特
色
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
な
と
︒

具
体
的
に
は
？

大
和
技
研
工
業
の
方
川
社
長
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

か
な
あ
︒
開
発
し
た
商
品
を
買
っ
て
も
ら
え

な
く
て
も
営
業
を
続
け
た
っ
て
い
う
︒
社
長

の
粘
り
強
さ
や
信
念
が
企
業
に
も
出
て
い

る
︒
あ
の
話
は
グ
っ
と
き
た
っ
さ
！

な
る
ほ
ど
︒
中
小
企
業
だ
か
ら
こ
そ
社
長
の

影
響
力
が
社
内
に
広
が
り
や
す
い
の
か
も
︒

工
場
で
社
長
が
社
員
さ
ん
に
話
か
け
る
場
面

も
あ
っ
た
ね
︒
社
長
と
社
員
の
距
離
が
近
い

の
は
中
小
企
業
な
ら
で
は
や
ね
︒

う
ん
︒
と
り
あ
え
ず
地
元
の
学
生
は
一
度
今

回
取
材
し
た
企
業
に
興
味
を
も
っ
て
ほ
し

い
︒
じ
ゃ
あ
そ
ろ
そ
ろ
座
談
会
を
終
わ
り
ま

し
ょ
う
︒
一
か
月
間
お
疲
れ
様
！

お
疲
れ
様
で
し
た
！

社
長
の
人
柄
が

企
業
に
も
表
れ
る
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